
種
舟
の
時
隅
の
騰
係
に
就
い
て

上

田

大
　
助

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
從
來
動
も
す
れ
ば
物
理
的
時
間
が
唯
｝
の
時
間
（
或
は

　
　
時
間
性
）
な
る
か
に
考
へ
ら
れ
て
居
た
。
ニ
ウ
ト
ン
の
時

　
　
南
東
、
カ
ン
ト
の
「
純
理
批
判
」
中
「
先
験
的
威
勢
論
」
に
於

　
　
け
る
時
間
論
叢
が
之
れ
で
あ
る
。
今
妹
の
新
カ
ン
ト
影
響

　
　
に
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
派
の
考
へ
る
駈
も
多
く
之
れ
で
あ
る
。

　
　
然
る
に
近
代
に
於
て
は
物
埋
學
的
時
勢
以
外
種
々
な
る
時

　
　
間
が
考
察
せ
ら
る
、
に
至
っ
て
居
る
Q
フ
ソ
セ
ル
の
現
象

　
　
學
鵠
時
間
、
。
ヘ
ル
グ
ソ
ン
の
實
時
、
ボ
ァ
ン
カ
レ
ー
の
心

　
　
理
的
時
間
、
ジ
ン
メ
ル
の
細
越
的
時
間
等
々
の
如
き
が
之

　
　
れ
で
あ
る
。
物
柄
學
的
時
間
に
就
い
て
も
今
日
は
相
劉
性

　
　
理
論
が
一
つ
の
革
命
を
齎
し
て
居
る
の
で
あ
る
○
今
此
等

　
　
の
種
々
な
る
時
間
の
問
の
陶
係
を
、
カ
ン
ト
派
な
ど
の
如

㈱1
　
　
　
　
　
種
々
の
噂
問
の
關
係
に
就
い
て

く
、
吾
人
に
直
接
確
實
な
る
経
験
に
立
脚
し
て
認
識
論
に

於
て
構
成
主
義
を
取
る
立
場
か
ら
考
察
し
て
見
度
い
と
思

ふ
。
蕪
に
面
接
静
寧
な
る
経
験
と
言
ふ
の
は
極
め
て
廣
き

意
昧
に
於
て
言
ふ
の
で
あ
っ
て
、
合
理
論
と
の
謁
立
に
於

て
考
へ
ら
れ
る
導
燈
追
贈
は
心
理
主
義
等
の
如
き
も
の
を

意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
又
窟
然
界
に
志
す
る
事
の
み
で

も
な
い
○
諸
種
の
科
學
上
の
諸
事
實
、
滋
徳
宗
駿
藝
術
等
の

諸
事
云
云
皆
吾
人
の
酸
接
経
験
す
・
る
所
だ
る
を
失
は
な
い

の
で
あ
る
。
從
っ
て
吾
人
は
彼
の
所
謂
先
験
的
要
素
な
る

も
の
を
も
猫
経
験
的
事
實
の
内
に
見
串
さ
ん
と
患
ふ
の
で

あ
る
（
フ
ソ
セ
ル
が
「
本
質
」
を
内
在
的
に
見
嘉
す
が
如
く
）
Q

田
邊
博
士
の
時
間
論
（
哲
學
研
究
第
十
七
號
）
も
か
、
る
立

場
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



」2TO

懇
學
研
究
　
第
二
百
十
三
號

る
。　

攻
究
の
始
め
に
先
づ
其
の
方
法
論
的
基
礎
を
定
む
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
が
、
右
の
カ
ン
ト
的
構
成
誰
義
の
立
場

に
於
て
は
総
て
経
験
を
種
々
な
る
要
素
（
質
、
料
、
形
式
、
憲

識
等
の
講
要
素
〉
に
分
ち
、
且
札
盤
的
な
る
（
経
験
科
學
等
）
を

此
等
の
要
素
の
種
々
な
る
結
合
梅
戒
と
し
て
説
明
理
解
せ

ん
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
か
、
る
立
場
に
於
て
は
緯
験

の
種
類
内
容
に
就
い
て
理
論
上
元
素
的
な
る
も
の
と
合
成

的
な
る
も
の
、
基
礎
的
な
る
も
の
と
涯
生
的
な
る
も
の
、

一
次
的
な
る
も
の
と
二
次
的
な
る
も
の
、
直
接
な
る
も
の

と
開
露
な
る
も
の
と
を
涯
訂
す
る
こ
と
と
な
る
の
は
當
然

で
あ
る
。
激
っ
て
時
聞
論
の
問
題
に
曾
て
も
墓
礎
酌
な
る

も
の
と
派
生
的
合
成
的
な
る
も
の
、
直
接
な
る
も
の
と
間

接
な
る
も
の
等
の
溝
別
を
明
か
に
し
、
前
者
に
就
い
て
は

其
の
本
質
を
適
確
明
瞭
に
概
言
把
握
し
後
者
に
就
い
て
は

其
の
構
成
の
手
績
を
明
瞭
な
ら
し
め
る
こ
と
が
要
求
せ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
署
し
て
他
方
、
経
験
を
資
生
的
弓
は
褒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

蓮
史
的
に
考
察
す
れ
ば
明
か
に
原
始
的
緯
験
は
（
そ
れ
が

原
始
人
の
経
験
で
あ
れ
、
吾
人
文
化
人
の
素
朴
的
意
識
状

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

態
で
あ
れ
）
よ
り
面
面
で
あ
る
か
ら
、
其
は
よ
り
多
く
基

礎
的
な
る
要
素
か
ら
成
立
っ
て
居
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な

ら
澱
。
高
級
進
歩
せ
る
経
瞼
は
原
始
的
経
験
に
更
に
種
々

な
る
要
素
（
殊
に
諸
種
の
形
式
）
の
附
加
（
或
は
墾
加
）
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
燕
意
味
か

ら
言
へ
ば
同
調
類
或
は
同
一
方
面
の
も
の
に
就
い
て
は
獲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
さ

生
上
、
癒
始
的
な
る
も
の
は
理
論
王
（
構
成
の
理
論
上
）
暴
礎

的
沁
．
る
も
の
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
が
出
漁
る
で
あ
ら
う
。

今
目
の
認
識
論
的
研
究
に
康
生
的
或
は
獲
達
史
酌
研
究
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
②

欝
欝
せ
ら
れ
る
の
は
（
例
へ
ば
マ
ソ
バ
・
ボ
ア
ン
カ
レ
ー

等
の
科
総
帥
批
剣
）
こ
れ
に
よ
る
こ
と
と
云
ふ
Q
從
っ
て

時
間
論
の
攻
究
に
も
亦
鴨
れ
を
登
生
葦
登
達
吏
的
に
見
る

こ
と
が
甚
だ
大
切
否
寧
ろ
必
要
で
あ
る
と
思
は
れ
る
の
で

あ
る
。

　
却
説
、
然
ら
ば
種
々
な
る
賭
澗
の
経
験
に
締
て
如
何
な



　
　
　
　
　
　
も
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　

　
　
る
も
の
が
よ
り
墓
礎
的
よ
り
、
原
始
酌
で
あ
っ
て
、
如
何
な

　
　
る
も
の
が
派
生
的
含
成
的
乃
至
は
墾
容
的
で
あ
る
か
。
時

　
　
間
に
議
す
る
経
験
に
於
て
も
吾
人
は
経
験
一
般
に
於
け
る

　
　
と
同
じ
く
直
槻
的
要
素
と
思
惟
的
要
素
と
の
こ
を
随
卜
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
へ

　
　
得
る
の
で
あ
る
が
、
前
者
が
よ
り
墓
礎
的
よ
り
原
始
的
で

　
　
あ
っ
て
、
後
者
が
二
次
的
で
あ
る
こ
と
は
特
に
言
ふ
迄
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ロ

　
　
無
い
事
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
又
後
者
に
就
い
て
も
軍
に
原

　
　
ル
ゆ
タ
イ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
始
分
割
を
な
す
に
止
ま
る
が
如
き
思
惟
は
よ
り
原
始
的
で

　
　
あ
っ
て
、
数
理
の
如
き
思
惟
は
甚
だ
高
級
獲
逮
せ
る
も
の

　
　
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
此
槻
黙
か
ら
吾
人
は
種
々
な

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
る
時
間
を
よ
り
基
礎
的
よ
り
原
始
的
な
る
も
の
よ
り
次
第

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
に
よ
り
合
成
的
よ
b
高
級
派
生
的
な
る
も
の
へ
の
段
階
的

　
　
序
鋼
に
配
擁
す
る
こ
と
が
田
來
る
こ
と
と
な
る
。
フ
ソ
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
ル
の
現
象
學
的
時
間
の
如
く
直
接
な
る
膿
験
に
伸
ふ
薩
槻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
的
時
間
の
如
き
は
よ
）
基
礎
的
よ
り
癒
始
的
な
る
も
の
で

　
　
あ
り
、
物
理
學
的
時
間
殊
に
今
田
の
相
盛
性
理
論
の
蒔
聞

　
　
の
如
く
極
め
て
高
級
な
る
思
惟
を
伸
ふ
も
の
は
極
め
て
高

期
　
　
種
あ
號
の
驕
餐
就
い
て

級
派
生
的
な
る
時
隠
で
あ
る
。
此
等
二
種
の
時
間
の
賑
に

も
種
々
な
る
時
間
が
配
刻
せ
ら
れ
る
。
以
下
吾
人
は
最
も

塞
礎
的
原
始
的
な
る
も
の
ポ
リ
順
次
に
主
要
な
る
時
聞
に

就
い
て
考
察
を
進
め
て
行
き
通
い
と
思
ふ
。
前
記
田
邊
博

士
の
時
問
論
は
フ
ソ
セ
ル
の
現
象
學
的
時
購
を
基
礎
と
し

て
心
理
的
時
問
物
理
的
時
聞
数
學
的
時
二
等
を
考
察
し
て

居
る
の
で
あ
る
が
、
吾
人
は
更
に
｛
暦
墓
語
義
な
る
時
間

を
認
め
、
又
特
に
本
論
文
の
所
謂
「
形
而
上
學
」
的
時
間
及

歴
災
的
時
間
に
就
い
て
考
察
せ
ん
と
欲
す
る
の
で
あ
る
Q

心
理
的
時
聞
に
就
い
て
も
全
く
異
れ
る
方
面
よ
り
観
察
せ

ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

註
①
　
舅
竃
器
ダ
尉
碑
。
毒
ぼ
μ
謎
§
匙
H
三
毒
『

　
②
　
剛
幽
．
H
v
o
ぎ
。
鴛
ひ
隔
ピ
彩
ω
鉱
o
h
｝
8
0
け
H
、
瓢
遷
0
3
辞
ρ

　
③
鍔
鐸
函
巴
し
焦
窪
ポ
ψ
。
。
ド
Q
。
」
黛
タ
ω
陰
寮
w
．

一

先
づ
最
も
墓
礎
的
、
療
始
的
な
る
時
間
と
は
如
何
な
る
も

の
で
あ
ら
う
か
。
そ
は
定
義
に
よ
っ
て
最
も
原
始
素
朴
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
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な
る
経
験
（
人
或
は
意
識
）
に
於
て
経
験
せ
ら
れ
る
時
聞
で

あ
る
。
吾
人
は
從
來
未
だ
か
、
る
時
聡
と
し
て
観
察
せ
る

も
の
あ
る
を
聞
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
吾
人
が
以
て
其
の

本
質
を
一
と
す
る
心
理
的
時
閥
（
後
述
）
に
就
い
て
は
既
に

多
く
の
心
理
漁
者
其
他
に
よ
っ
て
充
分
な
る
掘
察
が
施
さ

れ
て
み
る
の
で
あ
る
。
フ
ソ
セ
川
の
現
象
學
的
時
間
及
。
ヘ

ル
グ
ソ
ン
の
實
時
等
も
本
質
に
於
て
は
基
礎
酌
原
始
的
時

聞
淀
る
可
き
も
の
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
今
吾
人
が
．

此
等
の
人
々
が
此
等
の
時
間
に
就
い
て
な
せ
る
如
く
、
霞

接
な
る
観
察
に
よ
っ
て
得
た
る
結
果
を
品
ぶ
れ
ば
次
の
如

く
な
る
。
而
し
て
叉
狡
工
事
攻
究
の
結
果
も
亦
之
れ
と
一

致
す
る
の
で
あ
る
。
二
）
最
原
始
的
な
る
七
隈
（
以
下
与

れ
を
「
麗
日
の
艶
聞
」
と
名
づ
く
る
こ
と
と
す
る
。
）
は
純
輝
な

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

る
「
持
綾
」
（
鳥
⊆
導
け
す
り
）
で
あ
る
Q
從
っ
て
其
は
亦
「
蓮
綾
」

（
0
9
益
p
＆
曙
）
で
あ
る
Q
こ
れ
が
最
も
癒
始
的
な
る
経
験
に

着
て
も
経
験
せ
ら
れ
得
．
る
時
．
聞
で
あ
っ
て
、
思
惟
の
資
生

以
前
最
も
直
接
に
経
験
せ
ら
れ
る
時
間
で
あ
る
。
肥
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

時
間
性
の
根
源
で
あ
っ
て
、
他
の
総
て
の
時
間
は
之
れ
か

ら
時
聞
性
の
概
念
を
借
b
來
る
の
で
あ
る
。
ペ
ル
グ
ソ
ン

等
が
寸
裂
の
本
性
と
し
て
極
力
主
張
し
つ
、
あ
る
所
も
亦

至
妙
で
あ
る
と
思
ふ
。
彼
の
（
愛
容
さ
れ
て
）
殆
ど
全
く
塞

間
化
し
了
れ
る
物
理
學
的
時
間
の
如
き
も
其
の
時
間
概
念

は
此
持
綾
か
ら
借
り
摩
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
思
惟
の
巧

妙
な
る
瀦
工
或
は
鍵
容
も
此
薄
曇
的
な
る
隣
問
の
概
念

（
撃
ち
持
綾
里
）
を
見
失
は
ざ
る
範
關
に
於
て
の
み
時
間
構

成
と
し
て
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
若
し
垂
れ
を
失
ふ

な
ら
ば
其
は
最
早
議
政
で
は
無
く
軍
な
る
患
惟
或
は
数
理

と
化
し
乗
る
の
で
あ
る
。
コ
ヘ
ン
が
時
間
を
「
多
標
性
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

鋼
断
」
と
し
て
論
ず
る
が
如
き
は
か
、
る
傾
向
の
一
例
と

見
る
古
き
で
あ
ら
う
。
（
フ
ォ
ル
ケ
声
ト
も
流
動
持
績
を
以

て
時
聞
の
本
性
と
す
る
立
場
か
ら
ナ
ト
ル
プ
の
時
間
論
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

時
問
を
数
と
同
…
隠
す
る
こ
と
を
非
難
し
て
み
る
Q
氏
は

又
カ
ン
碁
が
算
術
を
時
閥
の
先
天
的
科
學
な
る
か
の
廊
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

な
ら
し
あ
て
み
る
こ
と
に
甥
し
て
も
洞
楼
に
非
難
す
る
．
）



　
　
（
二
）
思
惟
螢
現
の
以
前
で
あ
っ
て
未
だ
数
量
と
言
ふ
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
が
無
い
の
で
め
る
か
ら
、
其
は
全
然
質
的
で
あ
る
。
二
つ

　
　
て
勿
論
測
定
し
得
べ
き
も
の
で
無
く
、
唯
直
接
端
的
に
直

　
　
槻
さ
る
、
の
み
の
も
の
で
あ
る
。
連
綾
と
言
ふ
も
質
的
直

　
　
観
的
の
連
舞
で
あ
っ
て
（
ニ
ウ
ト
ン
等
の
如
き
）
数
學
二
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
績
で
は
な
い
。
（
三
）
そ
は
薗
観
の
形
式
で
あ
る
。
新
カ
ン

　
　
ト
涙
な
ど
の
如
く
時
閥
を
範
疇
或
は
「
思
雛
の
形
式
」
と
す

　
　
る
の
は
本
源
的
な
る
興
の
時
問
性
に
就
い
て
考
ふ
る
も
の

　
　
で
は
無
く
、
思
雛
に
よ
っ
て
塞
翁
さ
れ
た
前
聞
．
否
寧
ろ

　
　
其
の
魏
工
の
一
方
面
を
の
み
考
ふ
る
も
の
と
言
ふ
可
き
で

　
　
あ
ら
う
と
思
ふ
。
カ
ン
ト
に
於
て
は
勿
論
未
だ
本
源
二
時

　
　
間
と
涙
生
的
隙
工
時
間
と
の
厩
別
が
無
く
、
從
っ
て
其
の

　
「
器
性
論
」
に
於
て
「
直
宮
の
形
式
」
と
呼
ば
る
、
時
下
が
既

　
　
に
思
惟
の
加
工
を
経
た
る
数
量
的
な
る
も
の
と
な
っ
て
ゐ

　
　
る
の
で
あ
る
が
、
新
・
カ
ン
ト
涙
は
註
ハ
の
直
榔
…
的
・
方
捌
雌
を
栓
川

　
　
て
、
、
唯
其
の
患
貰
聞
方
面
を
の
み
考
究
し
つ
、
あ
る
も

　
　
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
四
）
次

潟1
　
　
　
　
　
種
々
の
暗
問
の
關
係
に
就
い
て

に
最
原
始
的
な
る
時
間
は
一
つ
の
質
的
な
る
連
績
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ズ

か
ら
、
そ
は
常
に
「
現
在
」
で
あ
り
、
七
っ
て
或
る
意
味
に

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

於
て
ば
常
に
「
同
時
」
で
あ
る
Q
（
心
理
的
時
間
に
就
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
⑤

既
に
ボ
ア
ン
カ
レ
ー
、
　
フ
ナ
ル
ヶ
ル
ト
等
の
如
き
入
が
此

同
時
を
指
摘
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
）
蕪
に
此
同
時
は
考
へ

ら
れ
た
る
同
時
、
物
理
學
酌
時
言
の
同
時
と
は
全
く
意
味

を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
特
に
言
ふ
迄
も
無
い
こ

と
で
あ
ら
う
。
最
素
朴
人
の
、
経
験
す
る
所
は
常
に
現
在
の

み
で
あ
っ
て
．
過
去
も
未
來
も
経
験
す
る
こ
と
は
無
い
。

常
に
現
在
あ
る
の
み
で
あ
る
Q
進
歩
し
た
る
認
識
論
的
意

識
も
吾
人
の
眞
に
知
り
得
る
は
唯
現
在
の
み
で
あ
っ
て
、

遇
去
及
未
來
は
唯
門
、
現
在
」
に
於
て
考
へ
ら
れ
た
る
一
つ
の

或
者
に
渦
…
ぎ
す
と
な
す
。
（
佛
教
に
は
渦
…
未
輔
翼
説
が
あ

り
、
心
理
學
で
は
例
へ
ば
ウ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
「
、
過
去
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

問
の
薫
じ
は
現
在
の
断
じ
で
あ
る
」
と
言
ひ
．
元
良
勇
次

郎
氏
は
「
、
過
去
の
轟
需
要
は
記
憶
と
し
て
吾
人
の
心
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

存
す
る
も
の
に
し
て
云
々
」
或
は
「
記
憶
心
像
も
未
だ
回
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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現
在
の
意
識
活
動
な
る
を
失
は
す
し
等
と
言
へ
る
を
見
る
）

唯
素
朴
原
始
人
の
幕
営
未
張
を
知
ら
す
從
っ
て
或
る
意
昧

に
於
て
は
現
在
を
も
知
ら
ざ
る
に
況
し
て
、
進
歩
し
た
る

意
識
は
過
去
未
來
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
反
っ
て
眞
の
現

在
を
知
る
の
で
あ
る
。
勿
論
時
問
が
持
手
で
あ
る
以
上
懸

盤
及
未
來
が
俘
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
言
ふ
迄
も
無

い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
一
つ
の
完
き
質
的
連
績
で
あ

る
限
り
其
の
過
去
及
未
來
は
其
の
現
在
と
離
れ
て
存
在
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

る
こ
と
は
田
摩
す
、
其
の
「
現
在
」
の
内
に
、
其
の
一
要
素

一
内
容
と
し
て
見
出
さ
る
、
の
外
は
あ
し
能
は
ぬ
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
。
「
現
在
」
の
内
に
過
去
と
言
ふ
事
を
経
験
し
、
未
草
と

言
ふ
事
を
経
験
す
る
に
止
ま
る
の
で
あ
っ
て
、
「
現
在
」
な

ら
澱
過
去
或
は
未
來
を
経
験
す
る
と
善
ふ
が
如
き
こ
と
は

全
く
不
可
能
の
事
に
饗
す
る
。
（
か
、
る
「
現
在
」
を
心
理
學

的
に
見
た
も
の
が
心
理
學
の
所
講
「
心
的
現
在
」
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

思
ふ
。
）
（
五
）
最
原
始
的
な
る
時
問
は
有
限
で
あ
る
。
既
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

持
綾
で
あ
り
連
綾
で
あ
る
以
上
そ
れ
が
凝
る
幅
或
は
振
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

を
有
た
な
け
れ
ば
な
ら
澱
こ
と
は
言
ふ
迄
も
無
い
こ
と
で

あ
ら
う
。
心
理
劇
に
於
け
る
「
3
5
的
現
在
」
は
か
、
る
も
の

と
し
て
認
め
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
遷
れ
を
無
限
に
分

割
し
て
例
へ
ば
「
ナ
イ
フ
の
及
」
（
ウ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
語
）

の
如
く
す
る
こ
と
或
は
現
在
を
か
、
る
も
の
と
見
る
こ
と

は
出
豪
な
い
の
で
あ
る
。
（
そ
は
唯
数
惚
薬
思
惟
が
左
襟
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

考
へ
る
迄
の
事
で
あ
る
。
）
而
し
て
其
は
又
他
方
無
限
無
窮

に
流
る
、
も
の
で
は
な
い
。
吾
人
の
経
験
し
得
る
「
現
在
」

或
は
「
同
時
」
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
る
Q
流
動
持
綾
も
唯

其
の
「
現
在
」
或
は
「
同
時
」
を
失
は
ざ
る
範
幽
の
流
動
で
あ

る
。
「
心
的
現
在
〕
の
縮
或
は
蟹
り
は
無
限
に
大
な
る
こ
と

を
得
な
い
こ
と
は
既
に
充
分
認
め
ら
れ
て
み
る
こ
と
で
あ

る
Q
而
し
て
吾
人
の
維
験
が
無
限
に
連
綾
せ
す
し
て
常
に

「
無
」
に
馨
し
又
「
無
」
よ
り
登
生
し
來
り
つ
、
あ
る
こ
と
は

吾
人
の
不
蹴
に
経
験
し
つ
㌧
あ
る
所
で
あ
る
Q
（
フ
ナ
ル
ヶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

〃
ト
は
時
間
の
有
始
有
絡
を
假
定
と
し
て
居
る
の
で
あ
る

⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・

が
、
豊
野
は
藏
接
端
的
の
事
實
と
し
て
之
れ
を
認
む
る
の



　
　
で
あ
る
。
）
進
歩
し
た
る
意
識
は
之
れ
を
経
験
の
中
漸
と
し

　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
て
思
惟
す
る
け
れ
ど
も
、
原
始
素
朴
人
は
詣
れ
を
思
惟
せ

　
　
す
し
て
唯
常
に
現
在
を
緯
験
す
る
の
み
で
あ
る
○
而
し
て

　
　
進
歩
し
た
る
意
識
に
於
て
も
其
の
眞
に
経
験
す
る
所
は
常

　
　
に
「
現
在
」
で
あ
っ
て
、
「
時
間
の
無
限
」
或
は
「
経
験
の
中

　
　
漸
」
は
た
“
思
惟
の
構
成
的
所
産
た
る
に
止
ま
る
。
「
現
在
」

　
　
を
超
え
て
此
等
の
事
を
薩
接
に
経
験
す
る
の
で
は
な
い
の

　
　
で
あ
る
（
た
や
無
限
と
言
ふ
こ
と
中
漸
と
言
ふ
こ
と
を
「
現

　
　
在
」
に
於
て
経
験
す
る
の
み
な
の
で
あ
る
）
。
眞
に
直
接
な

　
　
る
経
験
…
か
ら
言
は
や
隣
問
は
唯
其
の
纒
験
に
於
て
、
唯
其

　
　
の
纏
験
と
共
に
の
み
見
出
さ
る
、
の
で
あ
っ
て
、
経
験
の

　
　
絶
無
な
る
時
郎
ち
「
無
」
に
於
て
は
時
間
も
何
も
無
い
の
で

　
　
あ
る
。
然
ら
ざ
れ
ば
興
の
「
無
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
Q
（
心

　
　
理
學
に
於
て
は
内
容
を
有
た
な
い
「
室
虚
な
る
時
間
」
の
概

　
　
念
を
排
撃
す
る
。
）
量
れ
を
経
験
の
中
景
と
す
る
の
は
経
験

　
　
（
現
在
）
の
一
内
癖
た
る
時
間
の
み
を
抽
象
し
て
之
れ
を
経

　
験
以
外
な
る
門
、
無
」
の
境
地
に
投
入
思
惟
す
る
に
由
る
の
で

端－
　
　
　
　
　
種
々
の
癖
問
の
聞
係
に
就
い
て

あ
っ
て
、
一
つ
の
形
而
上
學
で
あ
る
σ
而
し
て
考
慮
に
は

必
然
「
察
虚
な
る
蒔
闘
」
が
考
へ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
時

間
の
無
始
無
絡
は
直
接
端
的
な
る
経
験
的
事
實
で
は
無
く

　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
　
カ
　
　
を
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

し
て
、
た
“
考
へ
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

（
口
入
は
総
て
（
無
限
）
は
考
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考

へ
る
の
で
あ
る
。
フ
ソ
セ
ル
の
現
象
學
的
時
間
は
直
接
意

　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

耳
垂
に
全
経
験
意
識
の
朧
験
す
る
時
間
で
あ
る
限
り
、
其

の
本
質
に
於
て
昼
、
眞
の
時
間
」
た
る
こ
と
を
失
は
な
い
の

　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

で
あ
る
が
、
其
の
不
断
の
流
動
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
黙
に

重
て
未
だ
眞
の
原
始
的
な
る
声
聞
た
る
こ
と
を
得
す
、
既

に
幾
分
思
惟
の
加
工
を
経
た
る
も
の
と
欝
は
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
と
思
ふ
。
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
「
創
逡
的
進
化
」
に
於
け
る

時
間
も
亦
左
様
で
あ
る
と
思
ふ
Q
然
し
本
源
的
な
る
癒
ハ
の

時
間
が
か
く
有
始
有
絡
で
あ
り
有
限
で
あ
る
と
…
葺
ふ
も
、
．

其
の
有
事
有
終
の
黙
、
其
の
有
限
の
．
黙
に
晴
間
性
の
本
質

が
あ
る
の
で
は
無
く
、
其
の
純
粋
持
病
な
る
黙
、
経
験
（
内

容
）
と
共
に
持
綾
流
動
す
る
黙
に
於
て
眞
の
時
聞
性
が
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
　
フ
ッ
セ
ル
及
べ
ル
グ
ソ
ン
の

右
の
時
間
は
此
内
に
重
て
櫨
ハ
の
時
風
性
の
本
質
を
失
は
ざ

る
も
の
と
言
ふ
こ
と
が
流
注
る
と
は
思
ふ
の
で
あ
る
。
反

之
ハ
ン
ス
・
ド
ソ
ー
シ
ュ
は
織
縞
「
形
而
上
學
の
可
能
」
に

．
於
て
意
識
の
中
田
、
其
の
不
粛
粛
を
認
む
る
と
共
に
、
時

間
に
就
い
て
は
時
黙
（
瀬
も
数
學
納
微
舜
的
黙
）
を
直
接
の

経
験
と
し
、
時
間
の
蓮
町
域
流
動
は
聞
接
で
あ
り
「
理
論
」

羅
成
」
で
あ
る
と
話
し
て
讐
の
で
あ
㌔
か
く
て
は

時
聞
或
は
経
験
の
黙
的
性
質
印
ち
奨
の
有
限
性
に
は
注
意

せ
る
も
の
と
は
言
ふ
置
き
も
、
其
の
流
動
持
綾
な
る
三
関

の
眞
性
を
失
ふ
も
の
と
な
る
で
あ
ら
う
。
（
吾
人
と
は
立
場

を
異
に
す
る
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
フ
ナ
ル
ケ
μ
ト

も
同
襟
に
ド
リ
ー
シ
ュ
の
此
喜
連
綾
槻
を
排
繋
し
て
ゐ

　
⑫る
○
）
構
成
の
手
績
に
於
て
も
本
盗
顛
倒
で
あ
っ
て
、
茶
礎

的
7
3
σ
る
も
の
を
反
っ
て
構
成
的
の
も
の
た
ら
し
め
て
居
る

の
で
あ
る
。
叉
時
問
の
有
限
性
を
認
め
、
其
の
鮎
的
性
質

を
認
む
る
場
合
に
於
て
も
、
前
述
の
如
く
必
ず
盛
る
瓢
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

は
張
り
を
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
滋
の
で
あ
っ
て
、
1
3
ソ
ー

シ
ュ
の
如
く
微
分
器
に
考
ふ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で

あ
る
Q
時
間
を
薩
線
に
比
す
る
場
合
に
於
て
も
其
の
流
線

は
薮
槻
麟
連
績
の
（
從
っ
て
又
或
る
幅
を
有
す
る
）
薩
線
で

な
け
れ
ば
な
ら
鍛
の
で
あ
っ
て
、
ド
ソ
ー
シ
ュ
の
如
き
数

薫
蒸
薩
線
、
無
限
灘
の
連
接
な
る
が
如
き
直
線
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
の
で
か
の
る
。
時
間
を
ド
ソ
ー
シ
ュ
の
r
如
く
考

へ
る
こ
と
は
最
も
多
く
購
闘
の
本
性
を
失
ふ
も
の
で
あ
る

と
患
は
れ
る
の
で
あ
る
○
（
プ
ラ
ト
ン
「
テ
イ
マ
イ
ォ
ス
」
の

時
問
が
宇
宙
の
創
造
と
共
に
登
生
せ
る
も
の
と
せ
ら
る
、

粘
に
点
て
は
吾
人
と
同
じ
立
場
に
あ
る
と
思
は
れ
る
の
で

め
る
が
、
そ
れ
が
永
遠
に
似
せ
ら
れ
無
限
的
と
せ
ら
れ
る

限
b
形
而
上
學
的
で
あ
っ
て
、
眞
の
経
験
的
事
實
を
如
實

に
言
ひ
表
は
す
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
）

　
吾
人
は
最
も
原
始
的
最
も
基
礎
的
な
る
時
間
性
に
就
い

て
以
上
の
如
き
諸
性
質
を
認
め
得
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
が

然
し
右
の
如
き
時
間
の
諸
性
質
は
何
等
特
に
新
し
く
見
出
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さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
心
理
的
時
下
の
本
性

と
し
て
銑
に
久
し
く
認
め
ら
れ
て
居
る
所
な
の
で
あ
る
。

唯
吾
入
は
之
れ
を
ま
た
最
根
本
的
な
る
「
眞
の
時
間
」
の
性

質
と
し
て
も
、
否
寧
ろ
反
っ
て
其
は
元
來
「
眞
の
時
聞
」
に

本
有
な
る
性
質
で
あ
る
と
し
て
考
へ
ん
と
欲
す
る
の
で
あ

る
。
而
し
て
之
れ
と
質
を
同
う
す
る
心
理
的
時
隠
は
後
に

述
ぶ
る
如
く
其
の
實
質
に
於
て
は
「
眞
の
時
間
」
と
同
｝
不

こ
の
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
幾
何
か
の
思
惟
を
俘
ふ
黙

に
於
て
之
れ
を
最
要
礎
酌
な
る
も
の
と
は
せ
す
、
一
つ
の

涙
生
覇
者
と
せ
ん
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

設
①
　
　
　
　
ヅ
。
q
凱
肖
脅
肖

　
②（D　＠＠＠＠＠

O
o
7
0
［
ポ
　
　
シ
　
　
　
器
ヨ
。
＝
的
昏
①
閣
導
3
…
ジ
の
‘
μ
ら
・
陪
奉

同
。
げ
ρ
コ
鐸
。
的
く
。
野
。
ぴ
】
～
察
き
】
ご
。
｝
5
♂
鳴
。
毎
三
ソ
【
0
3
℃
一
莞
巴
（
（
写
門

N
O
謬
鴇
ω
・
】
ゆ
ド

＜
O
野
O
ド
O
℃
曾
。
…
7
》
Q
り
．
回
塒
挿

ポ
ア
ン
カ
レ
；
「
科
學
の
呼
値
」
錐
二
章
（
郵
課
四
三
頁
）
o

＜
o
汗
。
　
F
O
℃
●
O
…
2
Q
り
．
刈
論
．

ノ
＜
●
『
p
き
。
ジ
8
び
。
で
二
囮
嗣
鼠
夏
。
。
・
o
笥
℃
曙
。
】
6
一
へ
ゐ
｝
・
り
く
0
7
同
■
7
（
影
メ

元
良
勇
次
郎
氏
「
心
理
墜
’
概
論
し
一
〇
五
四
頁
。

同
上
一
〇
荒
凱
頁
。

種
々
の
噂
閣
凹
の
爾
係
に
就
い
て

　
⑨
ノ
「
。
界
。
F
。
胆
）
’
良
・
匂
。
・
H
9
一
・

　
⑩
H
、
唄
蕊
器
鋳
猛
8
剛
ポ
も
な
・
緊
榊
w
’

　
⑪
｝
、
ぎ
あ
単
…
塗
。
ダ
湛
ゴ
。
℃
。
里
≧
ξ
。
＝
ま
g
喜
善
2
℃
・
ご
倫

　
⑫
　
＜
o
野
。
貫
。
ワ
。
凹
酔
・
ω
・
隊
典

　
　
　
　
　
三

　
フ
ソ
セ
ル
の
現
象
學
的
時
間
も
、
そ
れ
が
意
識
の
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

で
あ
り
膿
験
の
流
れ
で
あ
る
限
う
、
心
理
的
時
間
と
も
辮

し
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
と
思
は
る
、
の
で
あ
る
が
、
普
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
心
理
的
時
習
と
欝
せ
ら
る
、
も
の
は
心
理
的
意
識
即
ち

　
　
　
ヘ
　
　
へ

個
入
の
精
紳
に
於
て
畳
落
せ
ら
れ
る
時
法
を
指
す
も
の
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

如
く
思
は
れ
る
、
ボ
ア
ン
カ
レ
ー
が
「
科
學
の
便
値
」
に
於

て
心
理
的
醜
聞
と
名
づ
く
る
も
の
は
之
れ
で
あ
る
と
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ふ
。
勲
マ
ッ
ハ
が
「
生
理
的
時
闘
」
と
名
づ
く
る
心
理
的
時
聞

も
亦
同
じ
意
．
陳
の
も
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
そ
は
兎
に
角

と
し
て
吾
人
は
心
悸
煙
雲
閥
を
か
く
定
義
し
て
、
以
下
此

心
理
薗
時
間
に
就
い
て
考
察
を
進
め
嘆
く
思
ふ
の
で
あ

る
。
（
勿
論
心
理
篇
的
時
閥
と
言
ふ
語
を
物
理
的
時
間
の
如
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぢ
　
　
へ
　
　
あ

量
的
時
間
と
湿
別
す
る
た
め
の
、
質
的
智
勇
を
表
す
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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と
し
て
も
用
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
然
し
蒸
れ
と
て
心
理
的

意
識
の
、
或
は
廣
く
意
識
の
薩
接
に
畳
上
す
る
時
問
が
末

だ
量
的
で
無
く
質
的
で
あ
る
に
職
由
す
る
の
で
あ
る
と
思

は
れ
る
の
で
あ
る
。
又
銘
庭
に
所
謂
心
理
的
時
間
は
彼
の

生
理
心
理
學
に
於
て
精
紳
物
理
學
的
に
測
定
せ
ら
る
、

も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

心
理
學
的
時
間
で
は
な
い
。
後
者
は
全
然
量
的
な
る
物
理

學
的
時
問
に
外
な
ら
澱
の
で
あ
る
。
）

　
虚
説
か
～
る
心
理
的
時
問
師
ち
心
理
的
意
識
或
は
個
人

精
紳
に
よ
っ
て
畳
知
せ
ら
れ
る
時
間
は
如
何
な
る
も
の
で

あ
る
か
。
前
述
の
最
本
源
的
最
基
礎
的
な
る
「
眞
の
時
問
」

と
は
如
何
な
る
關
係
に
立
つ
も
の
で
あ
る
か
b
此
閥
題
に

答
ふ
る
が
た
め
に
は
其
の
心
理
的
意
識
或
は
勾
配
精
憩
の

如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
其
の
全
経
験
（
経
験
の

田
舞
）
或
は
全
纏
験
の
意
識
（
フ
ソ
セ
ル
の
現
象
學
的
意
識

の
如
き
）
に
勤
す
る
關
係
等
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
の
で
あ
る
が
、
此
灘
に
は
此
等
の
事
に
卜
す
る
細

論
に
深
く
立
入
る
こ
と
を
得
す
、
唯
筆
者
の
思
索
の
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

の
み
を
極
め
て
簡
輩
に
叙
述
す
る
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
先
づ
個
人
の
成
立
（
或
は
「
構
戒
」
）
に
就
い

て
言
は
や
、
其
は
種
々
な
る
質
料
的
並
に
形
式
的
要
素
か

ら
身
燈
が
構
成
さ
れ
（
等
等
的
或
は
形
而
上
學
的
意
味
に

重
て
言
ふ
の
で
は
な
く
、
認
識
論
的
意
昧
に
於
て
言
ふ
の

で
あ
る
）
、
宣
れ
に
全
野
験
の
意
識
（
フ
ソ
セ
膨
の
現
象
學

的
意
識
の
如
き
）
を
投
入
し
て
湿
れ
に
結
合
せ
し
む
る
の

で
あ
る
。
從
っ
て
個
人
の
精
榊
は
全
馬
験
の
意
識
（
帥
ち

フ
ソ
セ
ル
の
現
象
學
的
意
識
或
は
「
意
識
一
元
論
」
的
意
識
）

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
全
く
同
一
物
で
あ
る
○
窟
…
愚
な
る
経
験
…
に
於
て
は
、
薩

接
に
経
験
す
る
者
に
取
っ
て
は
意
識
は
扁
あ
っ
て
二
あ
る

こ
ど
を
許
さ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
「
身
心
不
行
」
（
實
は
一

如
）
と
し
て
遊
芸
と
結
金
す
る
（
或
は
身
磯
の
内
に
宿
る
）

と
考
へ
ら
る
、
精
神
或
は
意
識
は
ま
た
「
入
法
一
如
」
と
し
・

て
全
経
験
（
從
っ
て
其
の
意
識
、
其
の
入
の
維
験
す
る
限
り

に
於
て
の
金
實
在
）
と
一
如
に
結
合
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

懸
盤
と
（
の
み
）
結
合
し
、
其
の
内
に
宿
る
と
考
へ
る
の
は



　
　
一
つ
の
「
假
象
」
で
あ
る
。
意
識
は
室
間
内
に
制
約
せ
ら
る

　
　
、
が
如
き
も
の
で
は
な
く
、
實
在
（
其
の
経
験
し
得
る
限

　
　
り
の
）
の
憂
鴨
を
掩
ひ
、
遷
れ
と
結
合
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
佛
薮
に
所
謂
「
大
我
の
雪
意
」
は
か
く
の
如
き
こ
と
を
言
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
○
（
梵
と
我
と
は
鴨
的
に
岡
一
二
ち
全

　
然
同
一
で
あ
る
Q
か
く
て
こ
そ
大
宇
宙
封
小
宇
憲
と
言
ふ

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
ニ
と
も
完
全
に
理
解
し
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
◎
カ
ン
ト

　
　
に
於
て
も
感
慨
界
を
構
成
す
・
る
形
式
は
其
儘
悟
性
概
念
と

　
　
し
て
個
人
精
神
の
形
式
を
爲
す
の
で
あ
る
σ
）
從
っ
て
此
黙

　
か
ら
言
は
や
直
急
な
る
意
識
は
国
情
己
の
意
識
あ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
み
、
其
の
維
験
（
園
外
に
漉
接
な
る
實
在
は
あ
り
能
は
澱
）

　
　
の
縷
験
者
の
意
識
へ
勿
論
實
在
と
一
如
的
に
結
合
せ
る
意

　
識
）
あ
る
の
み
と
な
り
、
　
種
の
猫
在
論
が
正
斜
な
る
論
結

　
　
と
な
る
（
筆
潜
は
、
カ
ン
ト
の
主
観
主
義
は
絡
に
か
く
の
如

　
　
き
所
に
遣
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と
考
ふ
る
者
の
一
人

　
　
で
あ
る
Q
）
（
自
己
の
意
識
を
偲
人
的
有
限
的
と
し
て
全
實

　
在
を
掩
ふ
に
足
ら
ざ
る
も
の
な
る
か
に
考
ふ
る
こ
と
は
多

脚玉
　
　
　
　
　
種
々
の
蒔
間
の
閣
係
に
就
い
て

く
は
直
接
縫
験
の
事
實
と
恩
命
の
構
成
た
る
形
而
上
學
と

を
混
同
す
る
に
歯
る
も
の
と
思
ふ
。
形
而
上
學
に
於
て
は

勿
論
黒
鍵
以
外
の
、
又
膚
己
以
上
の
意
識
が
考
へ
ら
れ
、

從
っ
て
叉
禽
己
の
意
識
す
る
範
野
外
の
認
許
が
考
へ
得
ら

れ
る
こ
と
ば
言
ふ
迄
も
無
い
こ
と
で
あ
る
。
）
然
ら
ば
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
み

意
識
或
は
他
人
の
意
識
は
昭
島
と
言
ふ
に
、
其
は
薩
接
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

は
存
在
せ
す
、
唯
間
接
に
考
へ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
と
言

ふ
の
外
は
な
い
。
宙
己
の
意
識
は
薩
接
に
叉
焼
實
に
意
識

し
膿
験
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
他
の
意
識
は
下
下
に
は
意

識
し
膿
験
す
る
こ
と
を
得
な
い
。
賦
払
己
に
等
し
と
し
て

極
々
に
想
定
せ
ら
る
、
の
み
で
あ
る
Q
此
意
味
か
ら
言
つ

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

て
直
接
的
に
は
（
或
は
認
識
論
的
に
は
）
勲
爵
の
意
識
と
他

へ
　
　
ネ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

人
の
意
識
と
は
質
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
唯
「
霞
己
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヤ

等
し
」
と
言
ふ
こ
と
（
思
惟
、
形
式
）
に
よ
っ
て
、
形
而
上
學

へ
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

的
に
慮
己
と
等
し
か
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
形
而
上
學
的

に
は
他
入
は
自
己
と
季
立
な
る
存
在
で
あ
る
（
か
、
る
も

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
も
　
へ

の
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
）
け
れ
ど
も
、
認
識
論
的
に
は
「
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
電
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ヘ
　
　
へ

入
し
に
よ
っ
て
構
成
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
G
先
づ
自
己
の
存

在
（
或
は
存
立
）
が
あ
り
、
然
る
後
へ
こ
次
的
に
）
他
人
の
存

在
が
め
る
の
で
あ
る
。
勿
論
夢
心
と
言
ふ
意
識
は
他
人
と

の
軍
立
に
よ
っ
て
始
め
て
可
能
と
な
る
も
の
で
も
あ
ら

う
。
然
し
其
の
他
入
と
言
ふ
こ
と
其
良
身
が
既
に
富
浜
に

よ
っ
て
意
識
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
叉
其
の
他
入
の
如
何

な
る
も
の
な
り
や
の
實
質
内
容
は
自
己
（
宮
己
の
實
質
内

容
）
を
待
た
す
し
て
は
知
り
（
實
は
測
り
或
は
考
へ
）
得
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
な
い
の
で
あ
る
。
吾
人
は
掬
己
の
経
験
の
外
は
知
り
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
諏
Q
他
人
の
経
験
は
唯
然
か
考
へ
る
に
止
ま
る
の
で
あ

っ
て
、
決
し
て
如
實
に
知
る
の
で
は
な
い
。
農
己
の
経
験
を

他
人
が
理
解
す
或
は
共
に
経
験
す
と
言
ふ
も
唯
慮
己
が
寒

威…

ﾉ
考
へ
る
迄
で
あ
っ
て
、
之
れ
を
如
實
に
知
る
こ
と
は

出
面
な
い
の
で
あ
る
。
（
か
く
盛
観
は
埋
入
を
、
フ
ナ
ル
ケ

　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
，
　
　
　
⑥

ル
ト
、
メ
ソ
ず
一
、
ピ
ー
・
ピ
ー
・
バ
ウ
ン
等
々
の
如
く
「
豫

定
調
和
」
的
に
考
ふ
る
事
な
く
、
飽
一
迄
構
成
霊
．
義
的
に
考

へ
ん
と
欲
す
る
の
で
あ
る
。
｝
個
人
の
意
識
を
右
の
如
き
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
入

の
と
考
ふ
れ
ば
、
其
の
畳
知
す
る
時
間
た
る
心
理
的
時
間

は
全
経
験
の
意
識
の
畳
直
す
る
時
煮
た
る
「
眞
の
時
闘
」
と

　
　
へ
　
　
あ
　
　
へ

全
く
同
　
物
で
め
る
こ
と
乏
な
る
の
は
勝
か
で
あ
る
。
相

似
淀
る
も
の
或
は
質
を
同
じ
く
す
る
も
の
等
（
例
へ
ば
フ
ォ

ル
ケ
ル
ト
に
於
け
る
心
理
的
時
間
と
超
主
観
的
時
間
と
の

　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
…

…
關
係
の
如
き
）
と
言
ふ
導
き
も
の
で
無
く
、
全
く
同
一
物

な
の
で
あ
る
。
か
く
見
る
な
ら
ば
ボ
ァ
ン
カ
レ
！
の
心
理

的
時
…
聞
と
フ
ソ
セ
ル
の
現
象
學
的
時
間
と
は
畢
覧
同
一
物

な
の
で
あ
る
。
ベ
ル
グ
ソ
ン
璽
、
意
識
の
直
接
與
件
」
（
此
庭

に
考
へ
ら
れ
た
意
識
が
心
理
的
意
識
で
あ
る
こ
・
、
」
は
特
に

言
ふ
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
ら
う
。
）
に
於
て
考
へ
ら
れ
た

「
瞬
時
に
と
「
創
造
的
…
進
化
」
に
於
て
考
へ
ら
れ
た
宇
宙
的
縛
．

間
と
は
通
風
同
一
物
で
め
る
（
何
ん
と
な
れ
ば
吾
人
の
見

に
よ
れ
ば
「
創
造
的
進
化
」
の
如
在
も
其
の
同
じ
意
識
に
よ

つ
て
経
験
意
識
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
）
。
唯
心
理
的
時
間

は
そ
れ
琵
、
心
理
的
」
即
ち
個
人
精
紳
的
と
し
て
意
識
せ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
へ

れ
る
限
り
既
に
幾
分
考
へ
ら
れ
た
る
も
の
を
俘
ふ
こ
と
と



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
ぎ

　
　
な
る
の
で
あ
る
σ
而
し
て
音
人
に
よ
り
直
接
な
る
も
の
は

　
　
何
れ
か
と
言
へ
ば
、
き
口
ふ
迄
も
無
く
経
験
全
盤
に
關
…
す
る

　
　
意
識
帥
ち
現
象
學
的
の
意
識
で
あ
っ
て
、
太
古
最
素
朴
人

　
　
も
銑
に
此
意
識
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
心
理
的
意
識
は
身

　
　
膿
の
構
成
、
「
内
外
」
の
麗
別
の
獲
生
を
待
っ
て
始
め
て
可

　
　
能
と
な
る
甚
だ
高
級
な
る
意
識
で
あ
．
る
。
從
っ
て
其
は
言

　
　
ふ
迄
も
無
く
涯
生
的
二
次
的
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
ぬ
Q
然
し
叢
に
総
て
時
間
の
知
畳
は
事
態
の
愛
化
に
由
る

　
　
の
で
あ
る
が
、
経
験
中
望
事
の
最
も
著
し
く
畳
知
せ
ら
れ

　
　
る
の
は
個
人
の
心
的
厭
態
戦
戦
の
身
膿
に
外
な
ら
ぬ
の
で

　
　
あ
る
か
ら
、
時
間
が
遮
常
吾
人
の
個
人
我
に
居
て
特
に
著

　
　
し
く
或
は
最
も
著
し
く
戚
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
言
ふ
迄
も
な

　
　
い
こ
と
で
あ
ら
う
○
從
っ
て
時
間
に
…
摂
す
る
槻
察
が
先
づ

　
　
資
己
の
個
人
我
に
就
い
て
行
は
る
、
と
言
ふ
こ
と
は
方
法

　
　
上
良
き
こ
と
で
あ
り
、
又
熱
る
意
企
に
於
て
は
自
然
で
あ

　
　
る
と
も
言
ひ
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
此
意
味
に
於
て
ロ
ッ

　
　
ク
、
カ
ン
ト
、
ベ
ル
グ
ヅ
ン
、
ボ
ア
ン
カ
レ
ー
、
マ
ソ
バ
等
々

職
　
種
々
の
鷺
の
櫟
曇
て

の
歩
め
る
溢
は
元
よ
り
啓
指
墨
で
あ
る
。
殊
に
、
カ
ン
ト
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
、
、
⑨

「
戚
性
論
」
に
鞭
て
始
め
時
閥
を
「
内
官
の
形
式
」
と
し
、
「
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

間
は
外
的
に
は
直
饗
し
得
ら
れ
す
」
，
「
時
問
は
外
的
現
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
如
何
な
る
限
定
で
あ
る
こ
と
も
鵠
來
濾
」
等
と
し
て
心

理
的
に
考
察
し
乍
ら
、
次
第
に
槻
念
論
的
立
場
に
徹
底
し

て
其
の
所
謂
外
的
現
象
を
も
亦
等
し
く
心
性
の
内
的
欺
態

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

と
す
る
こ
と
が
出
來
て
、
「
直
接
に
は
吾
人
の
内
的
現
象
の

制
約
で
あ
る
が
、
…
從
っ
て
ま
た
之
れ
に
よ
つ
て
間
接
に
外

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

的
現
象
の
制
約
で
あ
る
」
と
し
て
揺
れ
を
現
象
學
的
時
間

に
迄
鑛
大
せ
る
が
如
き
は
（
結
果
か
ら
見
て
）
甚
だ
常
を
得

た
も
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
（
尤
も
カ
ン
ト

が
方
法
論
的
に
充
分
意
識
し
て
此
事
を
な
し
た
と
言
ふ
の

で
は
な
い
っ
否
反
っ
て
或
る
個
所
に
於
て
は
直
接
に
「
誼
ハ

の
時
間
」
を
現
象
學
的
に
直
観
把
握
せ
ん
と
す
る
が
如
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

態
度
を
示
し
て
み
る
か
と
も
思
は
れ
る
の
で
あ
る
）
。
時
間

　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
マ
　
へ

研
究
の
實
際
的
順
序
は
右
の
如
き
が
爵
然
或
は
三
三
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

る
と
し
て
も
、
其
の
理
論
的
順
序
は
認
れ
と
反
醤
に
「
眞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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ヘ
　
　
へ

の
時
間
」
が
よ
り
細
き
で
あ
っ
て
、
心
理
善
時
閥
は
之
れ
か

ら
導
き
出
さ
る
、
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
訟
と
思
は
れ
る

の
で
あ
る
。
而
し
て
カ
ン
ト
の
如
き
糊
念
論
的
立
場
に
於

て
は
理
論
的
に
現
象
學
的
時
間
と
心
理
的
時
間
と
の
關
係

を
（
上
述
の
如
く
）
定
む
る
こ
と
及
實
際
的
に
後
者
か
ら
前

者
へ
の
移
り
行
き
が
容
易
に
可
能
と
な
る
と
患
は
れ
る
の

で
あ
る
が
、
　
。
ヘ
ル
グ
ソ
ン
の
如
き
㎞
貰
在
論
の
立
場
〃
に
湿
て

は
（
一
般
に
外
界
皆
皆
の
認
識
摺
握
の
可
能
の
説
明
が
困

難
な
る
如
く
）
此
等
の
事
が
困
難
或
は
不
可
能
と
な
る
の

で
は
な
い
か
と
さ
へ
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
は
兎
に
角

ベ
ル
グ
ソ
ン
に
於
て
は
「
創
造
的
…
進
化
」
に
於
て
も
別
に
其

の
宇
宙
的
時
閥
と
心
理
的
時
問
と
の
陶
係
を
定
め
ん
と
す

る
こ
と
な
く
、
叉
「
意
識
の
直
接
争
覇
」
に
於
て
は
「
外
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
は
綴
心
な
し
、
唯
吾
人
の
意
識
に
観
し
て
繊
吹
す
る
も

の
を
吾
人
が
溜
れ
を
其
肖
身
綴
綾
す
る
も
の
と
な
す
の
で

　
⑫
あ
る
」
と
し
て
外
界
の
心
心
を
否
定
し
乍
ら
、
「
創
造
的
進

化
し
℃
於
て
は
「
然
し
綴
綾
は
物
質
界
に
於
て
す
ら
否
み
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
○

き
事
實
で
あ
る
」
と
し
て
之
れ
を
肯
定
す
る
が
如
き
矛
盾

を
さ
へ
見
る
の
で
あ
る
。
フ
ナ
ル
ヶ
ル
ト
傷
時
問
の
現
象
學

及
形
而
上
學
」
）
に
於
て
は
心
理
的
時
間
は
意
識
の
薩
接
に

膿
験
す
る
も
の
と
し
て
絶
聯
繋
に
之
れ
を
認
め
る
の
で
あ

る
が
、
超
主
観
・
的
な
る
「
富
然
」
に
於
て
は
時
間
は
唯
一
つ

　
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
假
定
と
し
て
之
れ
を
認
む
る
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。
（
フ

ォ
ル
ケ
ル
ト
は
其
の
心
理
主
義
的
實
在
論
の
立
場
か
ら
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

般
に
外
界
認
識
の
可
能
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
心
理
・
學
に
煮
て
は
通
常
主
管
・
的
時
間
と
客
槻
汐
時
問
と

を
匿
賀
す
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
灯
れ
を
以
て
礁
ち
に
質

的
な
る
心
理
的
時
間
と
量
的
な
る
物
理
的
時
間
と
の
腿
別

と
な
す
が
如
き
は
大
な
ム
誤
り
で
あ
る
。
何
故
と
言
ふ
に
、
．

主
観
的
時
間
は
自
己
に
薩
接
な
る
も
の
と
し
て
元
よ
り
心

理
酌
質
的
で
あ
る
が
、
碁
盤
的
時
閥
は
必
ず
し
も
歎
景
的

な
る
物
理
的
時
間
の
み
と
は
眼
ら
す
、
歎
量
的
に
は
測
定

し
得
ら
れ
ざ
る
多
く
の
質
酌
時
問
が
墨
客
低
山
と
見
微
さ
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れ
得
る
か
ら
で
あ
る
◎
次
に
述
べ
ん
と
す
る
「
形
而
上
學
」

一
時
間
及
歴
史
的
一
項
の
如
き
が
之
れ
で
あ
る
。
帥
ち
物

　
　
　
　
　
ゆ
る
い
つ

理
的
時
閥
は
唯
一
の
客
槻
的
時
間
で
は
無
・
＼
客
槻
的
時

間
の
或
る
一
種
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
Q
之
れ
を
唯
一
の

客
臣
的
時
間
な
る
か
に
考
へ
る
の
は
恰
も
物
理
的
時
間
を

唯
｝
の
時
間
性
な
る
か
に
考
へ
る
の
と
同
じ
く
一
つ
の
濁

漸
（
恐
ら
く
自
然
科
學
的
偏
見
）
で
あ
る
。
（
薙
に
客
槻
的
瞬

間
或
は
一
般
に
「
客
槻
的
」
と
言
ふ
こ
と
は
如
何
に
し
て
可

能
と
な
る
か
に
就
い
て
は
別
に
立
入
ら
澱
こ
と
と
す
る
。

た
や
「
客
観
的
し
と
言
ふ
こ
と
は
一
つ
の
形
式
で
あ
っ
て
暦

象
或
は
事
物
の
毒
薬
内
容
、
此
場
舎
に
於
て
は
時
閥
の
實

質
内
容
に
は
何
等
の
關
係
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

を
附
言
し
て
遣
き
謡
い
と
思
ふ
。
）

　
　
　
躍
【
嶺
器
鼻
H
画
Φ
o
罰
Q
り
’
G
o
μ
●

　　　　註
＠＠＠＠＠

潔
ア
ン
カ
ソ
i
「
科
學
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償
値
し
第
二
章
一
〇

高
楠
、
木
村
爾
氏
署
「
印
魔
哲
學
宗
教
史
」
第
十
版
三
一
七
頁
Q

＜
o
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・
出
拓
。
瓢
9

種
を
の
時
聞
の
關
係
に
就
い
て

＠＠＠＠＠＠　（D　＠＠

b
⇒
．
二
野
9
ヨ
。
堕
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0
3
覧
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脇
鴎
霧
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＜
o
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Φ
ぎ
U
団
。
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】
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一
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9
N
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同
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H
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●
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§
f
図
●
伽
藁
●
＜
己
く
9
日
島
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陣
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お
吻
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ω
9
｝
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≒
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養
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H
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6
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霞
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黛
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9
〈
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陣
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＜
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㊦
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思
惟
に
よ
つ
て
螂
工
せ
ら
る
、
も
未
だ
量
的
と
は
な
ら

ざ
る
時
聞
が
あ
る
。
此
虚
に
考
察
せ
ん
と
す
る
「
形
而
上

學
」
的
時
間
及
歴
史
的
距
離
の
如
き
が
之
れ
で
あ
る
。
此
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の
時
間
は
土
記
の
心
理
的
時
間
が
思
惟
の
軍
な
る
附
加
に

よ
る
も
の
（
從
っ
て
其
の
實
質
に
於
て
は
「
眞
の
時
間
」
た

る
こ
と
を
失
は
ざ
る
も
の
）
と
は
異
b
、
思
惟
に
よ
っ
て

ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

加
工
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
た
い
質
的
に
加
工

せ
ら
れ
る
の
み
で
数
量
的
に
は
加
工
せ
ら
れ
な
い
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
…



128盛

　
　
　
暫
學
研
究
　
第
二
百
十
三
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

る
Q
從
っ
て
物
理
的
時
間
に
比
す
れ
ば
遙
か
に
よ
り
多
く

「
眞
の
時
間
」
の
佛
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
其
の
所

謂
「
形
而
上
學
」
的
時
間
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
う

か
。
此
名
欝
は
此
慮
に
假
う
に
命
名
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

吾
人
は
去
れ
に
よ
っ
て
「
形
而
上
學
」
（
或
は
「
形
薦
上
學
」

序
盤
界
）
を
可
能
と
す
る
時
間
を
考
へ
ん
と
す
る
の
で
あ

る
。
然
…
ら
ば
其
の
「
形
而
・
上
學
」
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ

る
か
Q
吾
人
は
ウ
ナ
ル
フ
、
カ
ン
ト
等
に
從
っ
て
宇
宙
論
、

自
我
論
、
濫
費
等
の
如
き
も
の
を
「
形
而
上
學
」
と
呼
ば
ん

と
思
ふ
の
で
あ
る
。
却
説
然
ら
ば
此
等
の
「
形
而
上
學
」
に

於
て
古
摩
如
何
な
る
時
間
が
考
へ
ら
れ
て
る
る
で
あ
ら
う

か
。
先
づ
宇
宙
論
に
於
て
は
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、

ア
ジ
ス
ト
テ
レ
ス
等
の
如
く
静
的
に
考
へ
ん
と
す
る
も
の

も
別
又
ヘ
ー
ラ
ク
ラ
イ
｝
ス
、
ベ
ル
グ
ソ
ソ
等
の
如
く
動

的
に
見
る
も
の
も
共
に
多
く
は
世
界
を
無
始
無
絡
と
す

る
。
此
等
は
何
れ
も
「
現
在
」
の
有
限
性
を
超
え
て
其
の
連

績
性
を
無
限
化
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
前
者
が
其
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

容
を
（
全
膿
と
し
て
）
不
墾
的
に
見
ん
と
す
る
に
聾
し
て
、

後
者
は
直
れ
を
不
断
の
墾
化
と
見
る
と
言
ふ
相
異
は
あ
る

の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
時
間
を
無
始
無
業
の
存
綾
と
す
る

黙
に
於
て
は
蔀
．
ち
「
で
あ
る
。
（
尤
も
プ
ラ
ト
ン
に
於
て
は

前
に
述
べ
た
る
如
く
時
隠
を
世
界
側
造
と
共
に
始
ま
る
も

の
と
な
す
所
が
無
い
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
イ
デ
ヤ
の
世

雰
は
無
始
無
終
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
は
れ
る
の
で
あ

る
。
）
又
印
度
の
劫
暴
説
或
は
ス
ト
ア
派
、
オ
ソ
ゲ
ン
等
は

世
舞
の
血
痕
滅
を
認
め
、
一
方
に
於
て
は
一
世
界
の
有
始

有
終
を
考
へ
る
と
共
に
他
・
方
に
起
て
は
其
の
反
復
循
欄
嬢
の

無
始
無
終
を
考
へ
る
の
で
あ
る
。
此
等
は
何
れ
も
二
重
の

形
而
上
化
を
行
へ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
帥
ち
一
方
に
於
て

は
興
の
時
聞
或
は
経
験
の
有
限
性
（
有
始
有
絡
）
を
或
る
仕

方
に
於
て
形
而
上
化
す
る
と
共
に
他
方
に
重
て
は
其
の
持

績
の
方
面
を
無
限
に
形
面
上
化
す
る
も
の
で
あ
ら
う
と
思

は
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
等
の
形
而
上
化
は
何
れ
も

た
“
質
的
で
あ
っ
て
、
其
無
限
或
は
其
の
或
る
期
間
は
何



　
　
等
数
量
的
意
味
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
一
・

　
　
假
令
r
数
量
的
な
る
物
理
的
時
間
の
語
を
以
て
表
は
す
と
す

　
　
る
も
。
基
督
敏
は
世
界
を
有
始
有
絡
と
す
る
も
其
の
漁
る

　
　
長
期
間
の
存
綾
と
天
國
の
無
絡
と
は
之
れ
を
認
め
る
。
此

　
　
庭
に
も
幾
等
数
量
的
な
る
も
の
を
含
ま
な
い
、
（
千
騙
年
説

　
　
の
「
千
年
」
等
も
何
等
数
量
乳
管
昧
を
有
す
る
も
の
で
は
な

　
　
い
）
。
而
し
て
心
理
的
時
聞
を
以
て
「
経
験
」
（
具
膿
的
な
る

　
　
全
経
瞼
の
）
主
観
的
方
面
を
抽
象
す
る
も
の
と
す
る
な
ら

　
　
ば
、
宇
宙
論
に
於
け
る
此
等
の
「
形
而
上
卜
し
的
時
間
は
「
経

　
　
験
」
の
客
観
的
墨
象
的
方
面
を
抽
象
せ
る
も
の
と
言
ふ
可

　
　
き
で
あ
ら
う
Q
自
我
論
に
於
て
も
ア
ソ
ス
ト
グ
レ
ス
の
獲

　
　
師
説
、
ラ
イ
プ
ニ
ソ
ツ
の
モ
ナ
ー
3
臓
ジ
ー
、
カ
ン
ト
、
シ
ョ

　
　
ツ
ペ
ソ
バ
フ
ー
等
の
不
死
存
綾
、
墓
督
教
の
來
世
、
佛
激

　
　
の
輪
廻
等
々
に
於
け
る
如
く
、
或
は
無
始
無
絡
、
或
は
有

　
　
始
無
終
、
或
は
無
始
親
仁
等
種
々
に
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ

　
　
る
け
れ
ど
も
、
何
れ
も
質
的
で
あ
っ
て
数
量
的
で
は
な
い
○

　
　
榊
學
に
於
て
は
殆
ど
総
て
紳
を
無
始
無
終
と
考
へ
る
樺
…
で

鰯1
　
　
　
　
　
種
々
の
高
間
の
關
係
に
就
い
て

あ
る
Q
（
有
脇
息
の
紳
は
主
と
し
て
「
経
験
」
の
経
験
者
即
ち

自
我
が
形
而
上
化
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
汎
紳
論
の
沸

は
主
と
し
て
「
経
験
」
の
内
容
の
方
面
が
形
而
上
化
せ
ら
れ

た
も
の
で
は
な
い
か
と
患
は
れ
る
の
で
あ
る
◎
）
か
く
の
如

く
「
形
而
上
學
」
的
時
間
は
質
的
で
あ
っ
て
、
思
惟
の
湘
工

を
幸
く
る
こ
と
が
最
も
少
く
、
加
…
工
さ
れ
考
へ
ら
れ
た
時

間
の
中
で
は
最
も
原
始
的
で
、
眞
の
時
間
性
に
最
も
近
い

も
の
で
あ
る
。
古
代
素
朴
の
欺
・
態
に
於
て
既
に
早
く
「
形

而
上
學
」
が
考
へ
ら
れ
た
の
も
誠
に
猛
然
で
あ
る
と
思
は

れ
る
の
で
あ
る
。

　
（
寸
心
の
「
形
而
上
學
」
は
時
闇
の
形
而
上
化
が
か
く
の

如
く
三
々
で
あ
）
、
密
命
の
形
而
上
化
の
理
論
的
根
糠
を

も
充
分
意
識
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
若
し
其
の
形
而
上
化

が
合
理
的
普
遍
要
當
酌
に
行
は
れ
得
る
も
の
と
す
れ
ば
、

而
し
て
時
賜
以
外
の
事
に
於
て
も
含
理
的
普
遍
要
當
的
な

る
形
瀬
上
化
が
可
熊
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
其
慮
に
合

理
的
な
る
「
形
而
王
學
」
即
ち
「
學
と
し
て
の
形
而
上
學
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
三
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成
立
し
得
る
こ
と
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
か
、
る
「
形
而
上
學
」
の
最
小
限
と

し
て
「
経
験
し
と
「
如
な
る
膚
我
即
ち
「
人
法
一
如
」
の
自
我

或
は
實
在
の
或
る
種
の
高
潔
と
、
か
く
の
如
き
霞
我
に
等

し
き
他
人
の
存
在
と
を
信
ず
る
「
形
而
上
學
」
が
成
立
す
べ

き
こ
と
を
信
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。
）

　
歴
史
的
時
間
は
細
工
を
更
に
】
歩
…
進
め
た
も
の
で
あ
っ

て
、
歴
史
的
事
件
は
極
め
て
…
門
鑑
な
る
時
闇
一
黒
帯
係
に
於

て
配
列
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
其
は
未
だ
物
理
的

時
季
の
如
く
量
的
な
も
の
で
は
な
い
。
質
的
で
あ
り
又
非

連
綾
で
あ
っ
て
ジ
ン
メ
ル
が
「
俗
吏
的
形
象
は
喜
連
綾
的

な
、
言
は
“
中
3
5
的
概
念
の
廻
り
に
凝
集
し
た
部
分
的
形
・

象
か
ら
成
立
す
る
。
我
々
の
歴
史
的
構
成
法
は
か
、
る
各

の
凝
集
黙
の
周
図
に
互
に
逼
聾
し
得
る
個
々
の
過
程
の
一

　
　
　
　
①

群
を
集
め
る
◎
」
等
と
言
ふ
が
如
く
一
羅
度
の
、
即
ち
歴
史

的
個
性
を
保
持
し
得
る
丈
け
の
幅
或
は
走
り
（
連
冷
性
）
を

　
　
　
へ
　
　
つ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

有
す
る
時
黙
の
病
癖
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
「
黙
的
性
質
」
（
ジ
ン
メ
ル
）
が
歴
史
的
認
識
の
一
つ
の
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

性
を
爲
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
歴
史
の
全
過
程
を
中
断
な

き
一
つ
の
連
綾
と
考
へ
る
の
は
一
つ
の
見
方
一
つ
の
形
而

上
學
で
あ
る
が
、
陀
場
合
に
顧
て
も
其
は
ま
だ
一
つ
の
個

性
的
者
で
あ
り
、
黙
的
性
質
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
之
れ

に
醤
し
て
個
々
の
歴
史
的
事
件
は
其
の
一
つ
】
つ
が
他
か

ら
分
離
せ
ら
れ
て
時
間
上
士
的
に
階
隠
せ
ら
れ
る
。
師
ち

「
眞
の
時
間
」
或
は
「
経
験
」
の
有
限
性
が
へ
其
の
連
績
性
と

共
に
）
其
庭
に
寓
話
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
○
勿
論
何

れ
の
事
件
も
或
る
糧
度
の
量
り
即
ち
連
油
性
を
有
す
る
の

で
あ
り
叉
何
塵
に
曾
て
他
か
ら
場
之
分
離
せ
ら
れ
る
か
は

任
意
で
あ
っ
て
實
際
場
倉
に
よ
つ
て
種
々
に
異
る
の
で
あ

る
が
、
吾
人
は
如
何
な
る
事
件
に
毒
し
て
も
其
の
事
件
の

中
核
の
廻
り
溜
る
罧
度
の
範
團
を
し
か
翻
意
と
し
て
認
識

し
得
な
い
の
で
あ
る
。
他
の
事
件
は
ま
た
別
に
其
の
中
核

を
有
し
て
之
れ
が
先
き
の
事
件
と
繋
ぎ
合
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
而
し
て
此
等
の
諸
事
件
が
…
つ
の
大
な
る
蓮
綾
的
過



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
ル

　
　
穫
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
の
は
思
惟
が
唯
左
標
に

　
　
考
へ
る
の
で
あ
っ
て
（
邸
ち
一
つ
の
理
想
、
一
つ
の
形
而
上

　
　
學
で
あ
っ
て
）
實
際
の
個
々
の
事
件
の
認
識
が
左
門
で
あ

　
　
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
Q
三
っ
て
其
は
眞
の
意
味
に
於

　
　
て
の
歴
史
的
認
識
と
は
面
し
得
ら
れ
な
い
撰
者
で
あ
る
。

　
　
夫
故
同
じ
く
歴
史
的
時
間
と
呼
ぶ
も
の
の
内
に
於
て
も
二

　
　
種
を
腿
生
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
其
の
一
は
器
量
ぶ
る
如
く

　
　
歴
史
の
全
過
程
を
　
つ
の
純
粋
な
る
三
岳
と
考
ふ
る
場
舎

　
　
の
時
間
で
あ
っ
て
、
此
場
合
に
於
て
は
個
々
の
歴
吏
旧
事

　
　
件
は
後
退
し
て
唯
極
め
て
不
明
瞭
に
認
識
せ
ら
れ
る
に
過

　
　
ぎ
な
い
か
或
は
場
含
に
よ
っ
て
は
其
の
或
も
の
は
全
然
隠

　
　
没
し
て
全
く
認
識
せ
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
其
の
代
り

　
　
に
其
の
全
過
程
な
る
も
の
が
一
つ
の
事
件
と
し
て
（
從
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
て
一
つ
の
連
綾
と
し
て
）
認
識
或
は
思
惟
せ
ら
れ
る
の
で

　
　
あ
る
。
（
ジ
ン
メ
ル
は
此
事
を
「
鴇
家
事
の
形
式
を
示
す
も

　
　
の
と
し
て
、
其
れ
の
み
が
現
實
の
相
に
正
確
に
適
癒
す
る

　
　
所
の
連
綾
的
表
象
は
實
は
出
費
的
な
歴
史
内
容
か
ら
離
れ

蜥1
　
　
　
　
　
　
種
々
の
暗
闇
…
の
閥
脚
係
に
灘
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
③

抽
象
的
に
反
省
さ
れ
た
思
惟
に
過
ぎ
す
」
と
言
っ
て
居
る
）

然
し
か
く
の
如
く
全
過
稚
を
考
ふ
る
場
合
の
時
間
は
最
早

個
々
の
歴
史
的
事
件
を
認
識
せ
ん
が
た
め
の
も
の
で
は
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
は
歴
史
的
時
間
と
言
は
ん
よ
り
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

寧
ろ
「
形
而
上
製
し
的
時
間
と
総
す
る
が
よ
り
適
當
で
は
な

い
か
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
宇
宙
論
に
於
て
も
其
庭
に

は
最
早
個
々
の
物
理
的
認
識
は
行
は
れ
て
る
な
い
の
で
あ

っ
て
、
從
っ
て
其
の
時
間
は
物
理
學
的
時
間
と
し
て
V
は

無
く
「
形
而
上
學
」
的
時
間
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
⇔

其
の
第
二
は
實
際
に
個
々
の
歴
史
的
事
件
を
認
識
せ
ん
と

す
る
場
合
の
時
間
で
あ
っ
て
、
煮
れ
が
前
述
の
如
く
直
槻

（
経
験
）
の
有
限
性
に
基
い
て
黙
的
性
質
を
有
す
る
の
で
あ

る
。
吾
人
が
非
連
綾
で
あ
り
時
黙
の
系
凋
で
あ
る
と
言
ふ

の
は
此
時
間
の
事
で
あ
る
。
畏
れ
が
眞
の
意
昧
の
歴
史
的

時
間
で
あ
る
。
（
ジ
ン
メ
ル
に
於
て
は
此
二
種
の
時
間
の
匿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

刷
が
未
だ
左
脳
明
瞭
で
は
な
い
機
で
あ
る
が
、
前
記
引
照

及
び
下
記
引
照
等
に
於
て
見
る
如
く
、
其
考
へ
の
存
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
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こ
と
は
充
分
明
か
に
認
め
得
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
「
品
題

歴
史
的
認
識
は
延
長
を
有
す
る
統
一
的
形
象
の
構
成
と
個

々
の
現
實
的
旋
槻
と
の
要
協
の
間
に
絶
え
ず
動
揺
す
る
、

一
前
者
の
連
綾
性
は
素
量
事
の
形
式
を
寓
し
て
は
み
る

が
現
實
的
藏
槻
の
個
々
の
も
の
に
よ
っ
て
満
さ
れ
て
は
み

な
い
、
後
者
は
學
的
理
想
に
著
て
は
輩
に
年
代
記
上
の
一

織
を
示
す
の
み
で
、
夫
婦
に
反
っ
て
現
實
の
霞
來
事
の
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

特
性
か
ら
離
れ
て
了
ふ
の
で
あ
る
○
」
）
而
し
て
こ
の
眞
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ふ

意
味
の
優
史
的
時
問
は
個
別
的
な
る
歴
史
酌
事
件
の
前
後

へ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
園
係
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
臼
的
な
の
で
あ
っ
て
、
物

理
…
學
の
時
論
の
如
く
数
量
酌
關
係
を
表
は
す
こ
と
を
昌
的

と
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
其
は
恰
も
性
質
幾
何

學
に
於
け
る
位
遣
解
析
の
如
く
楽
書
総
連
綾
た
る
を
要
し

な
い
の
で
あ
る
○
唯
前
後
的
關
係
を
（
質
的
に
）
表
し
さ
へ

す
れ
ば
良
い
の
で
あ
る
Q
元
よ
り
歴
史
に
於
て
も
事
件
の

競
馬
を
定
む
る
に
物
理
的
時
間
の
語
を
用
ふ
る
の
で
は
あ

る
が
、
然
し
其
は
物
理
學
の
用
ふ
る
眞
の
物
理
學
的
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
六

と
は
甚
だ
意
味
性
質
を
異
に
し
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、
其

の
物
理
的
時
間
は
唯
歴
史
的
事
件
の
前
後
を
精
密
に
規
定

表
現
す
る
た
め
の
便
誼
叉
は
必
要
上
用
ひ
ら
れ
る
に
過
ぎ

な
い
の
で
あ
る
Q
物
理
學
に
於
け
る
如
く
数
量
的
關
係
を

定
め
ん
が
爲
め
の
も
の
で
は
な
い
。
断
っ
て
其
は
ヴ
ン
ト

　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ヤ
、
、
、

の
考
ふ
る
如
く
歴
吏
的
轟
件
と
の
間
に
何
等
函
数
的
關
係

を
爲
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
唯
事
件
の
前
後
を
表
す
た

め
の
一
つ
の
手
段
た
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
歴
史
に

於
て
は
時
間
が
問
題
な
の
で
は
無
く
、
事
件
の
前
後
的
關

係
が
問
題
な
の
で
あ
り
。
事
件
の
位
遣
付
け
が
問
題
な
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
を
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

で
あ
る
。
從
っ
て
歴
史
は
必
ず
し
も
物
理
學
的
時
間
を
用

へ
　
　
　
へ
　
　
や
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
し

ひ
す
と
も
成
立
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
原
始
の
歴
吏
（
例
へ

ば
綱
本
の
神
代
吏
の
如
き
）
は
懸
れ
で
あ
る
と
思
ふ
。
叉
軍

に
事
件
の
位
遣
を
示
す
た
め
と
し
て
の
み
で
無
く
、
或
る

ぬ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

期
閥
の
長
さ
を
表
す
た
め
に
物
理
學
的
時
聞
の
語
を
用
ふ

る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
此
場
合
に
撃
て
も

（「

`
而
上
學
」
暫
時
聞
の
場
合
と
同
機
に
）
何
等
量
的
意
味
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を
有
す
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
た
や
質
的
意
味
に
於

て
用
ひ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
Q
夫
故
物
理
的
時
聞
の
長

さ
と
歴
史
的
時
間
の
長
さ
と
ば
必
ず
し
も
一
致
せ
す
、
物

理
的
に
は
極
め
て
長
い
時
間
も
歴
史
的
に
は
甚
だ
短
い
事

が
あ
り
（
心
理
的
蒔
間
の
場
合
に
於
け
る
如
く
事
件
の
少

い
場
合
に
は
必
ず
然
る
の
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
有
史
以
前

或
は
暗
黒
時
代
の
如
き
は
之
れ
で
あ
る
）
、
ま
た
物
理
的
に

は
甚
だ
短
い
時
問
の
間
の
事
も
歴
史
的
に
は
極
め
て
長
い

事
が
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
欝
欝
に
於
て
も
歴
史
的
聴
聞

は
心
理
的
時
間
の
性
質
を
多
分
に
有
し
て
み
る
の
で
あ

る
。註

①
　
Φ
8
議
　
　
　
　
　
N
窺
　
　
　
　
　
　
　
小
会
諸
奮
湾
噸
　
9
簗
髪

＠＠＠＠
　
α
ω
圃
E
彰
の
ご
　
　
　
H
》
三
δ
。
。
o
唱
三
◎

嬢
冨
℃
o
蝕
窪
鍵
く
。
識
お
》
ω
．
目
鐙
．

Q
Q
一
諺
ヨ
o
r
o
唱
．
鼠
傍
・
o
り
．
回
蕗
・

禦
導
ヨ
鼻
○
℃
．
息
P
¢
同
謹
．

ω
…
琶
彰
♀
o
ワ
9
『
ひ
つ
．
ざ
⑩
．

タ
N
三
凱
F
H
6
㈹
岸
。
、
辺
擁
飢
・
日
“
o
り
．
み
O
野

五

種
々
の
雪
間
の
關
係
に
就
い
て

　
時
間
が
測
定
し
得
べ
き
、
数
量
的
な
る
物
理
學
的
の
時

間
と
な
る
た
め
に
は
塞
間
（
物
理
的
静
間
）
と
關
幸
せ
し
め

ら
れ
る
こ
と
を
要
す
る
Q
そ
は
総
て
測
定
と
言
ふ
こ
と
は

塞
間
を
待
っ
て
始
め
て
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
Q
然
し

か
く
察
間
に
よ
っ
て
測
定
せ
ら
れ
る
時
間
が
興
の
時
間
性

か
ら
如
何
に
遽
ざ
か
る
も
の
と
な
る
か
は
ベ
ル
グ
ソ
ン

（「

ﾓ
識
の
長
男
輿
製
し
）
の
指
摘
に
よ
っ
て
も
極
め
て
明
か

で
あ
る
。
（
そ
は
恰
も
重
さ
の
戚
畳
、
温
寒
の
戚
畳
を
衡
秤

の
繁
盛
、
寒
暖
計
の
目
盛
を
以
て
表
さ
ん
と
す
る
が
如
き

も
の
で
あ
る
。
）
今
日
の
稲
甥
性
理
論
は
物
理
學
の
時
聞
を

物
理
學
的
室
間
の
一
つ
の
次
元
に
蹄
着
せ
し
め
て
み
る
の

で
あ
る
。
眞
の
時
間
は
言
ふ
泡
も
無
く
本
來
察
聞
と
は
濁

立
的
な
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
か
く
塞
問
と
閣
係
付

け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
・
す
る
物
理
學
的
時
間
は
窟

ら
「
相
樹
的
」
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
（
從
っ
て

「
時
察
の
相
謝
性
」
と
言
ふ
こ
と
は
唯
此
物
理
學
的
時
間
に

就
い
て
の
み
言
は
る
べ
き
事
な
の
で
あ
っ
て
、
其
他
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
七
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哲
學
研
究
　
第
二
百
十
三
號

間
殊
に
本
源
的
な
る
時
間
の
絶
醤
性
等
に
は
何
等
の
關
係

を
も
有
し
な
．
い
の
で
あ
る
。
）
フ
ッ
セ
ル
（
「
内
部
時
間
意
識

の
現
象
學
講
義
」
、
「
イ
デ
ー
ソ
」
等
）
に
於
て
は
其
の
所
謂

現
象
學
的
時
間
と
物
理
學
的
時
間
と
の
開
係
が
未
だ
充
分

明
か
に
せ
ら
れ
て
居
な
い
の
で
あ
る
が
、
　
ペ
ル
グ
ソ
ツ

（「

ﾓ
識
の
直
接
輿
件
」
）
、
ポ
ァ
ン
ヵ
レ
ー
（
「
科
學
の
贋

値
」
）
、
マ
ソ
バ
（
「
認
識
と
誤
謬
」
）
等
は
所
謂
心
理
的
時
間

か
ら
物
理
的
時
間
を
導
く
こ
と
が
甚
だ
詳
細
で
あ
る
。
然

し
心
理
的
時
閥
と
本
源
的
な
る
「
眞
の
時
間
」
と
の
關
係
が

前
述
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
こ
は
畢
覧
∂
興
の
時
間
し
と
物

理
的
時
間
と
の
關
係
を
定
む
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
と
思
は

れ
る
の
で
あ
る
ゆ
物
理
的
時
間
が
如
何
に
し
て
構
成
さ
る

、
か
に
就
い
て
は
溺
に
膠
芽
に
考
察
す
る
の
必
要
も
な
い

こ
と
と
思
ふ
O

　
以
上
吾
人
は
質
的
及
量
的
に
種
々
に
加
工
せ
ら
れ
だ
時

間
に
就
い
て
考
察
し
來
つ
た
の
で
あ
る
が
、
ま
た
同
じ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

加
工
せ
ら
れ
た
隣
問
の
内
に
於
て
も
全
く
抽
象
的
な
る
も

へ

の
と
然
ら
ざ
る
も
の
と
を
分
つ
事
が
霞
勝
る
か
と
思
ふ
。

ベ
ル
グ
ソ
ン
は
物
理
的
時
間
を
氏
の
所
謂
「
實
時
」
に
饗
し

て
「
抽
象
的
時
間
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
が
、
吾
人
は
同
じ
物

理
的
時
間
の
内
に
於
て
も
實
時
（
勿
論
「
眞
の
時
間
」
と
い

言
ひ
得
な
い
の
で
め
る
が
、
之
れ
と
の
直
接
の
關
係
を
失

っ
て
み
な
い
も
の
）
と
、
全
く
の
考
へ
ら
れ
た
る
抽
象
的
時

間
と
を
匠
饗
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
例
へ
ば
（
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ル
グ
ソ
ン
の
引
例
を
用
ふ
れ
ば
）
今
現
に
「
砂
糖
の
溶
解
し

し
つ
、
あ
る
時
間
を
測
り
つ
～
あ
る
が
如
き
…
場
合
は
之
れ

を
實
時
と
魅
し
て
も
大
し
た
不
可
は
な
い
で
あ
ら
う
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
反
之
物
理
學
の
微
分
方
程
式
の
解

法
に
於
て
顯
は
る
、
如
き
時
聞
は
全
然
考
へ
ら
れ
た
も
の

帥
ち
全
然
抽
象
的
な
る
も
の
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

あ
ら
う
。
こ
は
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
指
摘
せ
る
如
く
全
く
「
同

時
」
に
於
け
る
唄
種
の
關
係
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

其
は
如
何
な
る
蓮
さ
を
以
て
展
開
す
る
と
見
て
も
少
し
も



　
　
　
　
　
　
　
②

差
支
な
い
の
で
あ
る
。
氏
が
極
力
箕
の
時
間
（
氏
の
所
謂

潜
時
）
か
ら
騒
忘
せ
ん
と
す
る
も
の
は
か
、
る
時
間
で
あ

ら
う
と
思
ふ
。
帥
ち
實
際
に
測
り
つ
、
あ
る
時
間
砒
は
猫

着
時
と
も
考
へ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
方
程
式
中
の
就

或
は
t
は
全
く
考
へ
ら
れ
た
る
抽
象
的
な
時
間
で
あ
る
と

思
ふ
の
で
あ
る
。
薄
し
て
こ
の
抽
象
的
な
る
膿
系
的
時
間

t
は
直
接
な
る
微
分
的
實
時
か
ら
導
き
鵠
さ
る
、
の
で
あ

る
。
（
膿
系
は
要
す
る
に
微
分
方
程
式
の
解
法
た
る
に
過
ぎ

な
い
〇
一
地
質
學
に
於
け
る
ユ
ニ
フ
ナ
ー
ミ
タ
リ
ァ
ニ
ズ
ム

を
も
墾
照
せ
よ
Q
）

　
歴
更
的
時
間
、
「
形
而
上
學
」
的
時
間
等
に
就
い
て
も
全

く
同
様
に
言
ひ
得
る
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る

事
實
と
し
て
は
）
皆
霊
椴
に
最
基
礎
的
な
る
「
眞
の
時
聞
」

の
内
に
あ
り
、
其
の
上
に
浄
ん
で
誉
れ
と
共
に
流
れ
つ
、

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
の
を
見
る
。
而
し
て
「
眞
の
時
間
」
は
、
此
等
総
て
の

時
聞
が
己
れ
か
ら
派
生
流
話
す
る
に
も
不
拘
自
ら
は
毫
も

帰
化
す
る
こ
と
が
無
い
事
は
、
恰
も
プ
η
チ
ノ
ス
の
紳
が
．

一
切
冷
物
を
、
昌
己
よ
り
流
出
せ
し
め
つ
、
自
ら
は
毫
も
墾

動
ず
る
所
が
無
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
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以
上
吾
人
は
種
々
の
時
間
に
就
い
て
考
察
し
た
の
で
あ

　
　
る
が
、
今
之
れ
を
全
膿
と
し
て
概
槻
す
る
に
、
質
的
並
に

　
量
的
に
加
工
せ
ら
れ
た
総
て
の
時
間
は
（
形
而
上
濃
鼠
に

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

　
　
は
種
々
に
考
へ
得
ら
る
、
と
し
て
も
）
薩
接
に
は
（
直
接
の

蹴－
　
　
　
　
　
　
種
々
の
時
間
の
醗
係
に
就
い
て
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